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１．はじめに

あすか野では、平成１９年９月に 「あすか野自主防災会」を立ち上げ、

防災倉庫の設置・防災資機材の充実・防災訓練の開催等を実施、あす

か野自治会が「安全安心なまちつくり」を目ざす活動の実動外郭団体と

して取り組んで来ました。

今後、高齢化が進む中、自主防災活動を活性化させるために、その参

考として平成２５年９月に「あすか野自主防災組織行動マニュアル」を取

りまとめました。以後毎年更新し、今回で第７刊の発行となります。

特に、この数年の天候不順、地震などから、住民の皆さまに於かれては

自然災害が他人事ではなく、身近な問題であること、「安全で安心な暮

らし」の大切さを改めて認識された方が多かったのではないでしょうか？

本マニュアルが、あすか野にお住まいの皆様の、『防災意識と知識向

上』 及び『減災対策』の一助となれば幸甚です。

尚、災害発生後の避難所運営については、平成２６年７月に「あすか野

避難所ワーキングチーム」を立ち上げ、平成２８年１１月に「避難所運営

計画書」を作成し、自治会館他８ヶ所の防災倉庫に備え付けて危機対応

に取り組んでおります。

令和１年５月１日

あすか野防犯防災会
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　（１）組織図

北１丁目 北２丁目 北３丁目 南１丁目 南２丁目 南3丁目

本部組織 　班組織 　地区長 　地区長 　地区長 　地区長 　地区長 　地区長

副地区長３ 副地区長２ 副地区長４ 副地区長２ 副地区長３ 副地区長２

会長 　情報班 　　班員 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員

　　　班長

　　　副班長

副会長

　消火班 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員

防災部長 　　　班長

　　　副班長

 　防犯部長
　避難誘導班 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員

　　　班長

総務 　　　副班長

顧問 　救出救護班 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員

　　　班長
　　　副班長

　物資班 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員 　班員

　　　班長
　　　副班長

　　①「地区長・副地区長」：自治会の「地区長」と混同を避けるため、正式呼称は

　  　 「防犯防災地区長・防犯防災副地区長」とする。

　　②班員：ボランティア会員、民生児童委員、自治会役員より構成する。

   ★年間の防災組織名簿は毎年別冊にて配付します。

　　２．あすか野防災組織

地区防災組織
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       ３、 あすか野緊急時連絡網
令和１年５月１日現在

◎　トランシーバー保有者

市災害対策本部

◎ あすか野自治会
代表

自治会防犯防災
部長

自治会防犯防
災部員

◎　防犯防災会
会長

◎　北１丁目
地区長

北１丁目
副地区長

◎　北２丁目
地区長

北２丁目
副地区長

◎　北３丁目
地区長

北３丁目
副地区長

◎　南１丁目
地区長

南１丁目
副地区長

◎　南２丁目
地区長

南２丁目
副地区長

◎　南３丁目
地区長

南３丁目
副地区長

◎　防犯防災会
防災部長

◎　情報班
班長

情報班副班長

消火班班長 消火班副班長

避難誘導班班長
避難誘導班

副班長

救出救護班班長
救出救護班

副班長

物資班　班長 物資班副班長

総務部総括 総務部庶務

◎　防犯部長 顧問

　　★年間の災害時緊急連絡網名簿は毎年別冊にて配付します。

緊急速報メール
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４．あすか野の自然災害

　１．地震
　　　（１）あすか野近辺の断層帯

※上記以外の「あすか野近辺の断層帯」
①あやめ池撓曲ー松尾山断層 　②大和川断層 　③木津川断層帯
④名張断層　　⑤千股断層　　⑥中央構造線断層帯

　　　（２）想定人的被害数
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２．土砂災害（大雨、地震によって発生）

①あすか野小学校西側急傾斜地
②北２丁目・３丁目の西側急傾斜地
➂南２丁目の北北西側急傾斜地

南２丁目北北西側から、スポーツ広場方向に向けて、土砂災害
　　　　　　　の警戒が要る。

　→土砂の流れが止まる角度が３％であるので、発生すれば相
　　　当な範囲に被害が及ぶ。

　　（３）参照→次頁　『5．あすか野の土砂災害警戒区域』

３．台風・大雨

気象情報・緊急情報にて、適切に避難行動をとる。

※チェックのポイント

①流れる『水』が濁る・湧き出る

②『小石』が落ちて来る

➂斜面に『割れ目』が出来る

④辺りの『匂い』が変わる

※チェックのポイント

①斜面に『亀裂や段差』が出来る

②『木立』がざわめく

➂水路の『水』が、急に減る・濁る・草木が混ざる

→住民は『日常時と大雨時の観察・判断』を怠らないこと

（１）土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）～レッドゾーン

（２）土砂災害警戒区域（土石流）～イェローゾーン
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（生駒市２０１7土砂災害ハザードマップより）

        ５．あすか野の土砂災害警戒区域
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     6．防災班別役割

班名 平常時の役割 災害時の役割

・全体調整 ・本部員の招集と役割分担の
・災害時要援護者の把握   確認

　　本　部 ・近隣の自主防災組織、関連 ・全体調整
  機関との事前調整 ・被害・避難状況の全体把握
・関連資機材調達・整備 ・避難所開設
・個人備蓄の啓発活動 ・市災害対策本部との連絡

　

・情報の収集・伝達訓練 ・公的機関発表の災害情報の
　情　報　班 ・広報活動 　地域住民への広報活動

・地域の被害状況・情報の把
  握及び本部連絡

・地域内消火器具確認 ・初期消火活動
　消　火　班 ・初期消火訓練 ・消防署への協力

・避難経路点検 ・住民の避難誘導活動
 避難誘導班 ・危険個所の巡回・点検 ・避難支援員と協働しての災

・避難誘導訓練 　害時要援護者避難誘導
・避難情報の本部への伝達

・救急箱の管理・充実 ・負傷者等の救出、救急処置
 救出救護班 ・救出救護訓練 ・負傷者の救護所等への搬送

・高齢者、乳幼児、病人等の安
  全確保

・関連器具の点検 ・水、食料等の配分
　物　資　班 ・炊き出し訓練 ・炊き出し等の給食・給水活動

・避難所運営計画の点検及び ・避難所運営委員会開催
避難所運営 　周知活動 ・避難所内の状況把握
委員 ・避難所運営計画書の管理 ・各運営係の設置

　及び見直し
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（１）情報班～情報の収集及び伝達
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（２）消火班～消火活動

（３）避難誘導班～避難行動
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①自主防災訓練時の炊き出し訓練の運営に協力します。

②避難所での担当業務については、「避難所運営計画書」 第３章

「避難所運営委員会」の 「２．各係の担当業務 （４）物資係」を
ご参照下さい。

（４）救出救護班～被害者の救出・救護活動

（５）物資班～給食・給水活動
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【「あすか野避難所計画・運営ワーキングチーム」について】 

 

平成２６年７月より、災害時避難場所の運営方法について調査・研究を進めるため、

ワーキングチームを立上げ、あすか野小学校・自治会館・集会所等について、 

当地区避難所としての具体的な計画・運営について検討を進めて参りました。 

平成２８年１０月に避難所運営マニュアルを作成し自治会館・防災倉庫ほか必要箇

所に常備しました。 

 

ワーキングチームメンバーは下記の通り（平成２８年４月１日現在） 

役割 氏名 備考 

リーダー 足羽 將行 防犯防災会副会長、防災士 

サブリーダー 鳥取 申長 防犯防災会会長、防災士 

  〃 山崎 博佑 防犯防災会防災部長、防災士 

メンバー 黒田 正 自治会長 

  〃 吉井 紘一 防犯防災会顧問 

  〃 今井 和夫 防犯防災会顧問 

  〃 角田 晃一 防犯防災会防犯部長、防災士 

  〃 石橋 英久 防犯防災会総務（総括）、自治会顧問 

  〃 多田 正夫 防犯防災会総務（書記）、防災士 

オブザーバー 宿 美代子 南１丁目民生児童委員 

  〃 足羽 貴子 南２丁目民生児童委員 

  〃 吉井 富子 南３丁目民生児童委員 

 

 

Ｈ28年に「避難所運営マニュアル」を作成し、自治会館

ほか防災倉庫に常備しています。 
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   7.地震発生時の自主防災活動
経過時間 状況 個人の行動 自主防災活動

0:00 地震発生 ・地震の揺れに注意し身を守る
・素早く火の始末
・玄関を開けて逃げ道を確保

0:01～ 揺れがおさ ・山・がけ崩れの危険が予想される
0:02 まった 　地域は即避難

・火元の確認（早めにガスの元栓を
　閉め、電気のスイッチ・ブレーカー
　を切る）
・火が出ても落ち着いて初期消火
・家族の安全確認
・靴を履く（家の中も危険物でいっ
　ぱい）

0:03 ・隣近所に声をかける ・隣近所で助け合い～見つからない人
・近所に火は出ていないか？ 　はいないか？　怪我人はいないか？
・漏電、ガス漏れ、余震に注意 ・災害時要援護者は大丈夫か？

0:05 ・ラジオ、テレビ等で震度、震源、 ・地域防災組織による地域内の被害情
　被害状況等の情報確認 　報収集開始→情報班へ連絡

・市等からの情報を住民に伝達（本部、
　情報班）

0:10～ 火災・家屋 ・みんなで消火活動！ ・消火班による初期消火活動（消火器、
の倒壊・負   バケツリレー）

数時間 傷者発生 ・みんなで救出活動！ ・救出救護班による救出活動
・負傷者の応急救護
・困難な場合は消防署等へ支援要請

避難 ・避難勧告、避難判断あった場合、 ・地区長の指示により、避難誘導班に
　最寄りの集合場所等へ 　よる避難場所への移動開始
・出火防止のため必ず電気のブレ ・災害時要援護者の避難支援（支援員）
　ーカーを落とすことを忘れずに！ ・あすか野小学校門扉、体育館の解錠
・車は絶対使わない！ 　（自治会長、防犯防災会長）
・ブロック塀、ガラス、がれきに注 ・避難所の開設
 意！

～数日 避難生活 ・避難所運営委員会に協力して ・避難所運営計画書に基づく、避難所
　秩序ある避難生活を 　の運営
・避難所ルールの順守 ・災害時要援護者等弱者に配慮

・在宅被災者への生活支援
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    　 　　 　  ８、家の中の地震対策～「減災」への取り組み

　　　　　　　　　生駒市「自主防だより　No.7」より

本当に怖い！

家具の転倒

ステップ １

家具のおき方・使い方に注意して

ステップ ２

固定器具の種類と使い方を知ろう
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ステップ 3

飛び散る、落ちるものも防ごう
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9.非常時１週間分の備蓄食料・献立例

【ポイント１】　棚・冷蔵庫などの奥に眠っている食材の活用を！

　インスタント食品・うどん粉・パン粉・野菜ジュース・豆乳・椎茸・昆布・砂糖塩・蜂蜜・冷蔵庫
　内の食品・米・乾麺・パスタなど、これだけで２～３日位は始末して食いつなげば、充分に
　耐えられる。
　日頃の冷蔵庫・冷凍庫のストック食材がそのまま災害時に備蓄食料として使えます。
　従って、日頃から普段食べる肉や野菜も無駄なく小分けし２週間分の備蓄になるよう
　考えた冷凍保存が、非常時の備蓄食料となります。

　人間は、何も食べなくても数日は生きるが、水を摂らなければ命は極端に短くなる。
　水は最低２１ℓ／人・１週間　は備蓄が必要です。

 　ローリングストック：「ローリング（ころがす）」と「ストック（蓄える）」を組み合わせた言葉。
　賞味期限の前に備蓄品を食べて、その分を補充し新旧を回転させるように蓄えること
　を意味します。

【ポイント４】　１週間分の非常食メニューはすぐに食べなければいけないもの
        から  スタート！

  1日目—　災害発生直後は簡単に食べられるものを！

冷蔵庫の電源が切れても､保冷剤・冷凍品などを使ってしばらくは保存できる。
災害直後はすぐ作って食べられるもので献立を考える。

  2日目～4日目— 冷凍品・賞味期限のあるものから食べる！

冷凍庫のストックが溶け出す頃、肉や魚などの冷凍貯蔵品を中心に早く食べなけれ
ばいけない食材を組みあわせてメニューを考える。

  5日目～7日目— レトルト・乾物・缶詰でバリエーションを！

食べきらないといけない冷蔵庫・冷凍庫の中身が消費できたら、レトルト・乾物・缶詰
を使っていろいろなバリエーションメニューを作る。

【ポイント２】　備蓄品で何よりも大切なものは、水！

【ポイント３】　「ローリングストック」で備蓄をしよう！
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                             　　 一週間分の食料備蓄・献立例／１人分（参考例）
（例１）

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 計

水ペットボトル　２ℓ １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １０．５本
冷蔵庫残り物 適宜 適宜 適宜 適宜 ― ― ― ―

サンドイッチ ―
レトルトスパ ―
冷凍ご飯etc ―

アルファ米 １袋 １袋 １袋 ３袋
レトルト食品 １袋 １袋 １袋 ３袋
缶詰・乾物 １個 １個 １個 ３個
カップ麺・フリーズドライ １個 １個 １個 ３個
ロングライフ牛乳　１ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ２本

（例２）

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 計

水ペットボトル　２ℓ １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １０．５本
冷蔵庫残り物 適宜 適宜 適宜 適宜 ― ― ― ―

マフィン ―
冷凍おにぎり・味噌汁 ―

―
アルファ米 １袋 １袋 １袋 ３袋
レトルト食品 １袋 １袋 １袋 ３袋
缶詰・乾物 １個 １個 １個 ３個
カップ麺・フリーズドライ １個 １個 １個 ３個
野菜ジュース１ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ０．５ℓ ２本

（例３）

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 計

水ペットボトル　２ℓ １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １．５本 １０．５本
冷蔵庫残り物 適宜 適宜 適宜 適宜 ― ― ― ―

カップ麺、焼きおにぎり ―
野菜炒め、スープ ―
冷凍焼飯・冷凍餃子 ―

アルファ米 １袋 １袋 １袋 ３袋
レトルト食品 １袋 １袋 １袋 ３袋
缶詰・乾物 １個 １個 １個 ３個
カップ麺・フリーズドライ １個 １個 １個 ３個
スープ類（カップ,缶詰） １個 １個 １個 ３個

おでん、カレー・シチュウなど煮物
冷凍庫食材＋ご飯・インスタントラーメンetc

冷凍魚介類、肉を野菜で煮る鍋など
冷凍庫食材＋ご飯・インスタントラーメンetc

冷凍ハンバーグ・肉野菜類を炒めるなど
冷凍庫食材＋ご飯・インスタントラーメンetc



 

１
７

 

 

                              
北の広場 北３丁目B地区 北集会所 ひよこの広場 スポーツ広場 自治会館 でこぼこ公園 　南集会所

NO 　　　　品　　　　　　　名

1 ヘルメット 4 4 4 4 4 4 4 4
2 のこぎり（折込式刃渡り２４０ｍｍ） 2 2 2 2 3 3 2 2
3 バール（平バール９００ｍｍ） 2 2 3 2 3 4 2 2
4 大ハンマー（両口　３．６Kg） 2 2 3 2 3 2 2 2
5 かけや（丸かけやφ１５０ｍｍ） 2 2 2 2 2 2 2 2
6 バケツ（ブリキバケツ8L） 11 11 12 11 12 12 12 12
7 ロープ（牽引用） 1 1 1 1 1 2 1 1
8 防水シート（３６０＊５４０ｃｍ） 5 5 6 5 6 7 6 6
9 テント（１．５＊２間　屋根幕付） 1 2 1
10 リヤカー（折りたたみ式） 1 1 1 1 1 1 1 1
11 コンテナカー及び空気入れ 1 1 1 1 1 1 1
12 ポータブルトイレテント 1 1 2 1 2 2 2 2
13 簡易トイレ 2 2 4 2 4 4 4 4
14 発電機　ヤマハＥＦ2300 1 1 1 1 1 1 1
15 ハロゲン投光器セット6220 1 1 1 1 1 1 1
16 担架及び固定ベルト 1 1 1 1 1 2 1 1
17 救急セット 2 1 2 1 2 2 2 2
18 ガソリン（缶入り） 4 4 4 4 4 4 4
19 スコップ 5 5 5 5 5 5 5 5
20 ハンドマイク 1 1 1 1 1 1 1 1
21 防災毛布 3 4 3
22 揚水ポンプ 1
23 ＬＥＤライト 1 1 1 1 1 1 1
24 車椅子（注） 2 2 2 2 2 2 2 2

北３防犯防災
地区長

北３防犯防災
地区長

北１防犯防災
地区長

北１防犯防災
地区長

北２防犯防災
地区長

南２防犯防災
地区長

南１防犯防災
地区長

南３防犯防災
地区長

自治会北３A
地区長

自治会北３B
地区長

自治会北２
地区長

自治会北１
地区長

自治会北２
地区長

自治会南２
地区長

自治会南１
地区長

自治会南３
地区長

防犯防災会各地区長（北１地区長、北２地区長、北３地区長、南１地区長、南２地区長、南３地区長　）

（注）車椅子は他に自治会館内2台、北集会所内２台、南集会所内２台保管　　

　　　　　　防災資機材・保管場所別一覧表（令和１年５月１日現在）
保　　管　　場　　所　　（防　災　倉　庫）

自治会長、防犯防災会会長、防犯防災会防災部長、防犯防災会防犯部長、防犯防災会情報班長、

防災倉庫鍵保管者

トランシーバー　（１１機）保管者


